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1. DPUB2スタッフ ムンフトゥールさんの研修報告④:

進工舎に見られる重度障害者の可能性 

障害者雇用を支援している日本の大企業や中小企業を訪問した

際のレポートをお届けしています。前回は知的障害者を雇用し

ているワイナリーでの活動を紹介しました。今回は精神および

知的障害者を雇用する小さな工場を紹介したいと思います。 

進工舎は、ステンレス、アルミ、鉄、真鍮、銅、ニッケルなど

幅広い素材に対し、φ1からφ42までの高精密旋盤加工を駆使し

ながら様々な製品作りに取り組んでいる中小企業です。進工舎

では20年以上前から障害者雇用に取り組み始め、現在では12名

の従業員のうち6名が精神および知的障害者です。彼らは顧客の

要望に従い納期内に正確に生産するという原則のもと働いてお

り、重度障害者も雇用されています。社長は、「今後も重度障

害者へ仕事を提供していきます。実際、人にはそれぞれかけが

えのない「力」があります。その特徴を見出し、その能力を最

大限活用してほしいと思います」と語りました。 

進工舎の活動を知るなかで、全員が自分の仕事を

しっかりとこなしていることや、従業員同士の人

間関係が温かくフレンドリーであるように感じま

した。障害の有無に関わらず、お互いをよく知る

ことで適材適所に人が配置されています。日本で

の障害者雇用は他の国と同様に多くの課題に直面

していますが、大切なのはこつこつと働くことだ

と学びました。  

知的障害のある従業員の作業風景 

2. JICA中部にて課題別研修最終報告会・修了証書授与式

進工舎での記念撮影 

アクションプラン発表の様子

JICA課題別研修「障害者就労促進」にはモン

ゴルから2名が参加しました。参加者は、トヨ

タ自動車、ソーネOZONE、小牧ワイナリー、進

工舎、わだちコンピュータハウスなど重度

障害者を含む障害者が働いている企業・団

体を訪問し、実際の活動を見学しました。

DPUB2 

モンゴル国

障害者就労支援制度

構築プロジェクト 

DPUB2 ニュースレター 2023年4月 

№ 15 



 2 

 dpub.jica@gmail.com 

 
https://www.jica.go.jp/project/mongolian/mongolia/030/index.html 

 

 

https://www.facebook.com/jicadpub1and2  

 The Ministry of Labor and Social Protection, 4th khoroo, Chingeltei district, United Nation’s street-5, 
Ulaanbaatar 15160, Mongolia 

DPUB2は、ジョブコーチ就労支援サービスに対す

る新たなガイドラインと助成金申請フォーマッ

トの説明をするため、ジョブコーチに対して

フォローアップ研修を3月7日に開催しました。 

研修は、労働社会保障省人口開発政策実施調整

局トンガラクタミル局長によって開会され、モ

ンゴルにおいてジョブコーチ就労支援サービス

を実施する重要性が強調されました。モンゴル

政府は、政策的・財政的支援により障害者雇用

を支援してきましたが、ジョブコーチ就労支援

サービスの成功は、ジョブコーチの活動にか

かっていると期待を述べました。 

 

DPUB2の千葉業務主任は、新たなガイドラインに則り、ジョブコーチ就労支援サービスを実施する

ジョブコーチに感謝の意を表明しました。 

また、障害者開発庁政策実施局ソソルボロム局長とスフトゴー障害者就労促進対策担当専門家から、

ジョブコーチ就労支援サービスに対する新ガイドラインが紹介されました。ジョブコーチから多くの

質問が出されましたが、最終的には理解が得られ、昨年より良いガイドラインが作成されたとの声も

聞かれました。 

参加6カ国の代表者のうち3名は政府機関の職員で

あり、重度障害者の雇用機会を創出するために

は、意思決定者の参加と支援、政府機関のレベル

が重要な役割を果たすことを強調しました。ま

た、参加者からは、重度障害者の職場・雇用を創

出するためには、地方政府機関や地方NGOと人々と

の密接な連携が良い結果につながることがよくわ

かったという感想が聞かれました。   

研修の最後に、参加者はプログラムで学んだこと

をアクションプランとしてまとめ、主催者や他の

参加者に発表しました。発表後、6カ国の参加者は

JICA中部センター長からプログラム修了証書を受

け取りました。 

JICA中部では同様の課題別研修を来年

も開催する予定で、モンゴルからの参

加者を待っているとのことです。 

6か国の参加者たち  

修了式での記念撮影 

3. ジョブコーチ就労支援サービスに関するフォローアップ研修を開催 

新ガイドラインの紹介 
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